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• ＩＳＯ・ＫＥＳ認証の取得、生産性向上、ＩＴ活用の相談経営力向上

•産学官連携開発、大学・高専・工業技術センター等
研究機関の紹介開発力向上

•大学・高専・工業高校・企業ＯＢ等の人財支援人材開発

•商談会（展示会）や自社ホームページの活用提案、
企業のマッチング 等販路開拓

•各種補助金制度の紹介・申請支援等資金調達

◆産業活性化コーディネーターとは
ひたちなか市が㈱ひたちなかテクノセンターに業務委託し配置している、中小企業支援のため

に活動する専門家たちです。製造業を中心に、産（企業）、学（高専・大学や研究機関）、官
（行政）連携の橋渡し役として活動しています。企業の御用聞き、そして困りごと解決のお手伝
いをします。お気軽にご相談ください。

◆支援内容事例

◆ひたちなか市産業活性化コーディネーターの紹介＆得意分野
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～ 相談は無料です！ ～
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仲の良い経営者に紹介しました。

• ㈲わたなべ製麺所 代表取締役 渡辺栄作さん

研究・開発・拡販の外部部長です。

• アイムス㈱ 代表取締役 石井浩一さん

やりたいことがあるなら相談すべき、強い味方。

• ㈲黒澤醤油店 代表取締役 黒澤仁一さん

❝どこにでもできることではないこと❞を積み上げていくチカラに。

• ㈱ニシテック 代表取締役 西川知潮さん

当社の強みをさらに強くする支援。

• ㈱根本鉄工 代表取締役 根本 博さん

❝これから❞の優秀さを持ったコーディネーターと未来をつくる。

• ㈱あ印 代表取締役社長 鯉沼勝久さん

目指すべき未来につながる支援が心強い存在です。

• アポロアイシーティー㈱ 代表取締役社長 岩永美香さん

課題の指摘から一歩も二歩も踏み込み、具体的な行動を一緒に。

• ㈲高度技術研究所 代表取締役 清水勲さん

ニーズを先取りしたアドバイスに期待。

• ありがとうグループ ＣＥＯ 代表取締役社長 住谷まさ美さん

コーディネーターと話す10分間が次の10年につながる。

• ㈲石井畳工業 畳一級技能士 石井淳一さん



 

 
【市産業活性化コーディネーター活用事例レポートVol.1】 
 

「仲のいい経営者に 
 紹介しました。」 
 
̶̶̶̶̶̶ 有限会社 わたなべ製麺所 代表取締役 渡辺栄作さん 
 

 

新型コロナで迫られた方向転換 
外食・イベントから中食へ 
 
̶̶̶今、どのような案件で産業活性化コーディネー
ターを活用しているのですか？ 
 
渡辺 販路開拓のための営業ツールであるチラシ
を作っています。当社の売上の７割はラーメン店が占
めています。また、お祭りやイベントの多い GWや夏
休みは書き入れ時。しかし、新型コロナの影響で外食
産業やイベントが様変わりし、当社も方向転換を迫ら
れることになりました。新たな販路を開拓しなくては
いけない。これからのことを考え、どういうところで
販売し、名前を売ったらいいか。そこで産業活性化コ
ーディネーターの木下さんと相談して出てきたのが、
「道の駅」やサービスエリア。ここに商品を売り込む
ためのチラシづくりを進めています。 
 
̶̶̶どのように進んでいますか？ 
 
渡辺 木下コーディネーターの勧めで、無料で利
用できる「茨城県デザインセンター」を活用し、より
効果的なチラシを制作してくれるデザイナーとのマッ

チングをお願いしました。小売業界に強く、長くつき
あえて、費用もお手頃なデザイナーを紹介してもらえ
ました。今、課題を整理し、ターゲットにうまく訴求
するチラシを作ってもらっています。やはり、プロの
視点は違いますね。打ち合わせのたびに学びがありま
す。 
 チラシが完成したら、木下コーディネーターが道の
駅やサービスエリアに売り込みをかけてくれることに
なっています。店頭で扱ってくれるようになれば、店
頭で必要な POP や店頭で流す動画など段階を踏んで
制作していこうと思っています。こうした展開を考え
ているので、長くつきあえるデザイナーを紹介しても
らったというわけです。 
 これからは SNS やネットを活用することが大事。こ
うしたことも木下コーディネーターから教わりました。 

 
当社の「営業戦略本部」が 
できたみたいです 
 
̶̶̶コーディネーターに厚い信頼をおいていますね。 
 
渡辺 「産業活性化コーディネーター」は市がや

     市産業活性化コーディネーターをご活用ください 相談 
無料 
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っていることとはいえ、最初は胡散臭いと思っていま
した。ところが、本当に親身になってくれます。コー
ディネーターとはこういう人なのかと驚きました。 
 人柄だけでなく、スキルも素晴らしい。何をやった
ら売れるのか、その方法論の裏付けがしっかりしてい
ます。今回のチラシづくりでデザイナーを起用してい
ますが、「デザイン」なんてこれまで考えたこともあ
りませんでした。使ってみたら、その違いは歴然です。 
 今回助けてもらっているのは、販路の作り方。いく
らいいものを作っても、知ってもらい、買ってもらわ
なくてはいけません。当社には HP はありますが、そ
れだけではダメ。やはり、対面での営業活動が必要で

す。その部分を任せられるのが木下コーディネーター。
当社の営業戦略を立て、営業活動まで担ってくれてい
ます。 
 
思った以上のことを 
してくれます 
 
̶̶̶これから木下コーディネーターに望むことは何
ですか？ 
 
渡辺 今までどおりで長くつきあって欲しいです。
木下コーディネーターは、補助金のことやデザインの
こと、SNS のことなど、私が知らなかったことをいろ
いろ教えてくれました。 
 そういえば、補助金でのサポートでは「こういうの
がある」と教えてくれ、すぐに申請書をメールで送っ
てくれたかと思えば、書き方を教えに来てくれ、市役
所に提出までしてくれました。それで市役所から「１
週間後にお金が降りる」との連絡をもらったときには、
本当にありがたかったです。 
 木下コーディネーターは、私が思った以上のことを
してくれています。だから、「那珂湊焼きそばのれん
会」の仲間にも紹介しました。当社だけでなく、みん
なで商売がうまくいけばいいなと思っています。 
 
̶̶̶ありがとうございました。 

 
 

 

 

 

 

◆市産業活性化コーディネーター紹介 
 木下隆之（きのした たかゆき） 
 組織戦略と販路開拓のスペシャリスト 

 
  技術系の仕事に従事し、２７ 歳のときに自ら営業職に転身。 
  その後転職により様々な業界を経験し、営業マンからプレイングマネジャー、 
  マネジメント職へとステップを踏む。 
  製造、ＩＴ、サービス業向けにコンサルティング、人材教育、 
  事業再生の実績多数。 
  経営コンサルタントとして活動する傍ら、 
  2020 年４月よりひたちなか市産業活性化コーディネーターとしても活躍中。 
  スピード重視、成果コミット型スタイルで変化に強い組織づくりをサポートします。 
 



 

 
【市産業活性化コーディネーター活用事例レポートvol.2】 
 

「研究・開発・拡販の 
 外部部長です。」 
 
̶̶̶̶̶̶ アイムス株式会社 代表取締役 石井浩一さん 
 

 

 
 
隣に座って一緒に書いてくれた 
補助金の申請書 
 
̶̶̶産業活性化コーディネーターを活用した経緯を
教えてください。 
 
石井  私たちは「作る」のはプロです。しかし、資
金をどう調達するのか、拡販をどうするのか、といっ
た部分はどうも弱い。そこを補ってくれるのが産業活
性化コーディネーターです。 
 当社の担当は水谷さん。もう 3年のお付き合いにな
ります。 
 昨年、「介護記録システム」を自社開発しましたが、
開発には「ひたちなか市新製品等開発事業費補助金」
を利用しました。この補助金を教えてくれたのも水谷
さんです。 
 こうした補助金の申請では、どこに何をどう書くの
か、記入例を見ても分かりづらく、自分で書こうとし
て心が折れたという人も多いのではないでしょうか。
水谷さんは私が書いたものに“赤ペン先生”のように赤
ペンで添削してくれましたし、当社の場合ならどう書
くのか、それこそ隣に座って一緒に書いてもくれまし

た。 
 また、申請書の次は審査会ですが、プレゼンテーシ
ョンではどのようなストーリーで、どう表現するのが
効果的なのかアドバイスしてくれたり、プレゼン資料
作りまで手伝ってくれたり。よく「かゆいところに手
が届く」と言いますが、水谷さんの支援はまさにそれ
です。 
 
 
 
 

 取得した Pマーク 
 
人が本業でイキイキするものを 
作りたいという「思い」をサポート 
 
̶̶̶補助金のほかにも事業拡大のためにチャレンジ
したものはありますか。 
 
石井  「Pマーク（プライバシーマーク）」の取得
です。個人情報を適切に保護している事業者であるこ

     市産業活性化コーディネーターをご活用ください 相談 
無料 



とを示すマークです。これからの時代に不可欠と思い、
取得を思い立ちました。 
 しかし、これが大変で、個人情報保護を社内規則に
定め、これを従業員に教育、浸透させ、日常業務に落
とし込み、審査を受ける必要があり、足掛け 1年半か
かりました。 
 この中で、専門家の力を借りなければならず、水谷
さんに専門家を紹介してもらいました。また、その費
用に補助金を提案してもらい、専門活用に、国のミラ
サポ専門家派遣と県のエキスパート派遣事業を活用す
るとともに、市の補助金も活用できました。 

 
̶̶̶石井社長は時代の要請を見極め、先んじて行動
するバイタリティがあります。 
 
石井  最初にお話しした「介護記録システム」は友
人からの相談で開発しました。介護現場はいつも忙し
い。簡単でスピーディに記録できるものがあれば、浮
いた時間を本来の仕事にまわせます。私は人が本業で

イキイキできるものを作りたいと思っています。 
 システム開発はいわば縁の下の力持ちで、なかなか
一般の人の目に触れるものではありませんが、世の中
に必要なものを作っていきたい。そうすることで、当
社で働く社員にとってもやりがいや誇りが生まれるの
ではと思います。 
 アイデアや夢はいくつも浮かんできますが、その実
現には資金が必要です。水谷さんはそこを手伝ってく
れています。社外のコーディネーターという立場です
が、当社の研究・開発・拡販部門の部長のように思っ
ています。社員も、社長の私より「水谷さんと相談し
ますよ」と言うくらい水谷さんに厚い信頼を置いてい
ますよ。アドバイスの仕方がうまい、と評判です。 
 
本当は独り占めしたいくらい 
親身になってくれるコーディネーター 
 
̶̶̶水谷コーディネーターに望むことは何ですか？ 
 
石井  上から目線で指示してくるコンサルタント
とは違い、水谷さんは私たちと同じ目線で親身になっ
て相談にのってくれます。独り占めしたいくらいです
が（笑）、他の事業者さんにも本当にオススメしたい。
心を開いて相談すれば期待以上のことをしてくれます。
活用しないのは損ですね。 
 当社の社員たちは今、業務を請け負ったクライアン
ト先でそれぞれに仕事をしていますが、いずれ自社ビ
ルを建て、社員揃って社内でオリジナル商品を開発し
たい。みんながニコニコ笑顔で働ける、地域の皆さん
にも「あの会社いいね」と言っていただける。そんな
会社を作っていきたい。水谷さんにはぜひそこまで一
緒に歩んでいただきたいと思います。 
 
̶̶̶ありがとうございました。 

 
 

 

 
◆市産業活性化コーディネーター紹介 
 水谷 啓一（みずたに けいいち） 
 開発設計（電子機器、部品）、プロジェクト管理 
 事業戦略、原価企画・原価低減 
 
 大手電機メーカーにて民生用電子機器の開発設計および製品化に従事。 
 また、社内の開発生産業務の監査や車載用電池の設計開発他も経験。 
 2018年よりひたちなか産業活性化コーディネーターとして、 
 中小企業を支援中。 
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【市産業活性化コーディネーター活用事例レポート vol.3】 
 

「やりたいことがあるなら 
 相談すべき、強い味方。」 
 
̶̶̶̶̶̶ 有限会社黒澤醤油店 代表取締役 黒澤仁一さん 
 

 

 
 

書類内容を変更して 
ものづくり補助金に合格 
 
̶̶̶産業活性化コーディネーターの活用の経緯を教
えてください。 
 
黒澤  幸田商店さんからの紹介です。やりたいこ
とがあるのに資金がネックとなって実現できずにいた
ので相談すると、「こういうのがあるよ」と紹介して
くれました。 
 現在、当社の担当コーディネーターは太田さん。5
年ほどになります。ものづくり補助金の申請でお世話
になったのが最初です。 
 
̶̶̶具体的にはどのようなサポートを受けたのです
か？ 
 
黒澤  申請書の書き方ですね。私はこれまで 3 回
挑戦していますが、いずれも落選しています。自分で
書くとどうしても成功事例を並べてしまい、自慢話の
ようになってしまう。太田さんにアドバイスをもらい、
これから何をやりたいのか、そのためにどれほどの障
壁があるのか、という内容に変更し、4 回目にしてよ
うやく受かりました。 

 太田さんはコーディネーターでありつつ、ピンポイ
ントで当社が抱える問題を指摘してくれ、メールや電
話ですぐに対応してくれます。 
 
̶̶̶なぜピンポイントで的確なアドバイスができる
のでしょうか。 
 
太田  「好き」だからですね。私はもともと黒澤
醤油店さんの醤油のファンです。黒澤さんは醸造に杉
樽を使っていますが、その理由を理解してから一層好
きになりました。いい醤油を作るためにいつ、どんな
仕事をしているのか、理解が深まるほど好きになりま
す。黒澤さんの仕事が分かるようになると、新しい補
助金制度などいい情報を仕入れても、時間の猶予があ
れば繁忙期を避けて連絡するようになりました（笑）。 
 
内情まで理解しているからこその 
ピンポイントの的確な指摘 
 
黒澤  何をしたいのか、どうなっていきたいのか、
現状も含めて当社のことを分かってくれているという
のは心強いです。理解してくれていないと、的確なサ
ポートは難しいと思います。 
 例えば、補助金が使えるからと片っ端から申請して
も、半分は自分たちで負担しなくてはならない。その
分を取り返せるほどの効果が出るのか、太田さんは見
極めたうえで紹介してくれます。 

     市産業活性化コーディネーターをご活用ください 相談 
無料 



 
◆市産業活性化コーディネーター紹介 
 太田幸孝（おおた ゆきたか） 
 機器開発、商品企画、各種補助金等の申請支援 
 
 医療用検査装置の開発、営業企画に従事。 
 海外勤務経験と国内中核病院400 施設の訪問経験、 
 および累計3万冊以上の読書量で得た知識があります。 
 補助金、助成金の申請実績多数。 
 申請を通じて、企業を支援します。 

 

 
̶̶̶ものづくり補助金はどのようなことに活用した
のですか。 
 
黒澤  ラベル貼りの自動化です。自動化したこと
で直売所等に人員をまわすことができるようになりま
した。人でなければできないところに人をまわすこと
で、全体として生産性が上がっています。 
 
太田  なんでも自動化すればいいというものでは
ありません。黒澤醤油店さんの良さを一層伸ばすため
の自動化でなければ。手仕事の良さ、伝統の良さを際
立たせるために自動化できるところは自動化する。そ
のために適した補助金を取捨選択して紹介しています。 
 
個人の消費者に向けた 
営業方法に方向転換 
 
̶̶̶これからやってみたいことは何ですか。 
 
黒澤  一歩踏み出すと二歩目は自然と見えてきま
す。 
 今は醤油の加工品に力を入れ、市場を攻めるための
武器を増やしています。 

 また、小売営業にも目覚めました。イベントに出店
すると、個人のファンができます。そうした人たちが
蔵に来てくれたり、買い物に来てくれたり。これまで
見えていなかった客層です。こうしたお客様に満足し
てもらうため、直売所を作り、大型バスが入れる駐車
場を整備し、さらにカフェも新設しました。 
 踏み出すたびに次の夢が生まれます。しかし、それ
を実現するにはお金が必要。その部分を支えてくれる
のが太田さんです。 
 味噌や醤油は日本の文化。若い人たちに伝えていき
たい。牛久大仏や那珂湊おさかな市場など観光地とコ
ラボレーションして、工場見学に来てもらうなどして
います。茨城＝黒澤醤油店となったら嬉しいですね。 
 
やりたいことがあるなら 
コーディネーターを活用すべし 
 
̶̶̶太田コーディネーターに望むことは何ですか。 
 
黒澤  これまで通り私が気づかない部分をサポー
トして欲しい。世の中にはいろいろな補助金がありま
す。それらを一つひとつチェックして自社に使えるも
のを探すなどということは、忙しくてとてもできませ
ん。でも、当社のことをよく理解してくれている太田
さんがいれば、当社にぴったりのものを提案してくれ、
申請まで手伝ってくれます。 
 やりたいことがあるなら産業活性化コーディネータ
ーを活用するべきです。夢をしっかり伝えてサポート
してもらいましょう。中小企業の社長はあれもやらな
きゃこれもやらなきゃで、次の一手が打てません。中
途半端になるのは一番ダメなので、結局はやらないこ
とに。それでは成長していきません。 
 また、若い後継者もぜひ活用して欲しい。親に相談
するとケンカになってしまいますからね（笑）。 
 
̶̶̶ありがとうございました。 
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【市産業活性化コーディネーター活用事例レポートvol.4】 
 

「“どこにでもできること 
 ではないこと”を 
 積み上げていくチカラに。」 
 
̶̶̶̶̶̶ 株式会社ニシテック 代表取締役 西川知潮さん 
 

 

 
 
地元の情報提供が 
ありがたかった 
 
̶̶̶まず御社についてお教えください。 
 
西川  部品商社と設備の設計・製作を兼ねた会社
です。部品商社としては、顧客である大手電機メーカ
ーが要望する部品を国内外から調達し、自社にて品質
保証をして納入します。 
 また、設備会社としては、ゼロベースで顧客のニー
ズをうかがい、それに沿った生産設備の設計・製作を
行っております。最近はロボットを使った自動機ニー
ズも増えてきました。 
 もちろん、そこで使用する部品は先ほど話した調達
網で手配しております。 
 実は私は製造業とはまったくの畑違いの出身。保険
会社に勤務し、転勤族でした。 
 一方、父親は個人で部品の調達をし、日立製作所関
連の企業に販売するという仕事を会社定年後始めてい
ました。これが当たり、法人化を検討することに。法

人化するにしても、父も 60 を過ぎていましたから、
すぐに後継問題に直面することが目に見えていました。
そこで、畑違いではありましたが、当時 36 歳の私が
一緒に法人を設立し、その後社長に就任することにな
ったわけです。44歳の時です。 
 
̶̶̶産業活性化コーディネーターとの出会いのきっ
かけは何でしたか？ 
 
西川  ひたちなかテクノセンターの存在は知って
いましたが、何をしているかまでは知りませんでした。
今、当社を担当してくれている貴志コーディネーター
の前任の方が飛び込みで当社に来てくれたことがきっ
かけです。 
 私は、もとは転勤族なので全国に人脈はありますが、
地元の中小企業仲間はいませんでしたから、地域に根
ざした情報を提供してくれたことがありがたかったで
すね。 
 
飛躍を助けてくれる 
ぴったり合った情報提供 
 
̶̶̶担当の貴志コーディネーターとはどのようなこ
とに取り組まれましたか？ 
 
西川  先ほど“情報提供”と言いましたが、補助金は
じめ種々情報をいただいたことで当社のチャレンジも
大きく前進しました。 
 当社では今、「色柄センサー」というものを開発し
ています。これは人の目では判別が難しい色と柄の違
いを瞬時に判別するものです。これによってマンパワ
ーの負担を減らし、ヒューマンエラーを防ぐこともで
きます。 
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◆市産業活性化コーディネーター紹介 
 貴志亮介（きし りょうすけ） 
 販路拡大支援、各種申請支援、つくり方改善・工数削減提案 
 
 板金工作機械メーカーのサービス部門にてメンテナンスに従事。 
 その後、生産効率化のアドバイスも行う。 
 傾聴を心がけ、自分一人だけでなく官民問わず、クライアントの力になれる組織を 
 巻き込んで、クライアントの悩みや希望に全力で応えていきたい。 

 

 もう 4 年ほど開発していますが、その開発途中で、
県や市の開発補助金を次々と紹介してもらいました。
結果的にはひたちなか市の新製品等開発事業費補助金
を使わせてもらいました。 
 開発の次は販売となりますが、横浜で開かれる展示
会に出展するつもりと伝えたら、展示会に出展する時
に使える補助金があると教えてくれました。 
 
̶̶̶補助金も多種多様で、支援する企業に今必要な
ものを紹介できるのもコーディネーターの腕の見せ所
ですね。 
 
西川  補助金の知識はもちろんですが、貴志さん
が当社をよく理解してくれているので的を射たアドバ
イスをいただいています。 
 当社は先ほど申し上げたように広く国内外の企業と
の取引をしておりますが、地場の企業と組んでやって
いきたいと思う事業もあります。しかし、あまり地域
の会社さんを知りません。 
 しかも、日立市からひたちなか市に来て、まだ３年
です。 
 そこで貴志さんに「こういうことをやりたいんだけ
れど」と相談すると、うまくマッチングする企業さん
を紹介して下さいます。 
 また、貴志さんから「こういう装置を欲しがってい
る会社があるんだけれど」と相談を持ちかけられて、
それがビジネスにつながってもいます。 
 いろいろな意味での情報交換をさせてもらっている
ことが非常に有難いです。 
 
特殊なものを積み上げて 
強固な会社づくり 
 
̶̶̶これから貴志コーディネーターと取り組んでい
きたいことは何ですか？ 
 
西川  十分満足しているので、これ以上何かをや
っていただこうというのはちょっと思いつかないです
ね。 

 これまで同様、情報交換をしてもらえると助かりま
す。世間話でもいいのでフラッと来て欲しい。世間話
って重要で、例えば、コロナでまわりの状況はどうな
っているのか、私にはよく分からない。貴志さんを通
して話をうかがうことで、この地域のリアルな情報や
この業界に特化した情報を得ることができます。 
 
̶̶̶最後に今後の展望を聞かせてください。 
 
西川  当社が開発中の色柄センサーはいろいろな
ところで使える可能性があります。微妙な商品の識別
をこのセンサーで行えば、例えば製品出荷の際のヒュ
ーマンエラーを減らすことができるだけでなく検査の
省人化も可能になります。 
 また様々な現場でも、目視で判別が難しい多品種の
選択ミスを防ぐことが期待できます。 
 製造業の分野では、ベテランと言われる熟練工がど
んどんいなくなります。若い人も入りたがらないので
人手不足が恒常化します。一方でコスト削減も必須で
すから「省人化」がキーワードとなってきます。そう
した中から生まれるニーズを拾い上げて、色柄センサ
ーに限らず、ロボットを活用した自動化設備製作等に
つなげていきたいと思います。 
 会社の方向性という観点についてですが、「どこで
もできるもの」というものは値段の叩きあいになって
しまいます。 
 「どこにでもできるものじゃないもの」を積み上げ
ていきたい。それは高度な技術、経験値、そして信頼
性の上に成り立つものです。とくに社会インフラに関
わる場合は、それらに基づいた顧客認定が必須になり
ます。 
 特殊なものを一つずつ積み上げて強固な企業にして
いきたいと思います。 
 そして経営理念である「当社に関わるすべての人に
更なる満足を提供する」を少しでも実践してまいりた
いと思います。 
  
̶̶̶ありがとうございました。 
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【市産業活性化コーディネーター活用事例レポート vol.5】 
 

「当社の強みを 
 さらに強くする支援。」 
 
̶̶̶̶̶̶ 株式会社根本鉄工 代表取締役 根本博さん 
 

 

 
 

特色に強みがあっても 
経営には課題も 
 
̶̶̶御社についてお聞かせください。 
 
根本  鉄骨など建設用鋼材の設計から製造、設置
まで一貫して行なっています。 
 また、鉄骨については取得した国交省認定のグレー
ドにより対応できる構造物の規模が変わってきますが、
当社はMグレードを取得しており、高層ビルの建築に
も対応できます。そのためゼネコン各社の一時下請け
として、さまざまな建築物を手がけてきました。 
 実は設計から設置まで一貫してできる企業は少なく、
当社の強みとなっています。 
 そうした中でも経営面では数々の課題があります。
その点でコーディネーターの小宅さんに支援をいただ
いています。 
̶̶̶きっかけは何でしたか？ 
 
小宅  私が根本鉄工さんを支援したいと思ったか
らです。 
 というのも、根本鉄工さんには強みがある。もし的
確な支援ができたら、もっともっと強い会社になれる

という確信がありました。とくに効率や販路、近代化
の面で支援できると思っています。 
 
根本  いちばん最初にお願いしたのが、ひたちな
か市の中小企業技能訓練事業補助金の申請支援です。 
 これまでは従業員に任せていましたが、小宅コーデ
ィネーターのサポートをいただいたことで資金調達が
ラクになりましたし、それによって希望する従業員み
んなが資格を取得できるようになりました。 
 
社員の資格取得を支援 
個人の成長は会社の成長 
 
小宅  根本鉄工の皆さんが挑戦する資格はハイレ
ベルなのでなかなか合格が難しい。そこで専門の教習
者を紹介し、教習を受けてから受験できる体制にしま
した。派遣講師に対しても補助金を活用しました。 
 
根本  従業員の資格取得を後押しし続け、ついに
溶接管理技術者と建築鉄骨超音波探傷検査技術者に当
社ではじめて女性従業員が合格しました。 
 資格を取得した従業員が増えたおかげで、品質管理
や工程管理の精度向上につながってきています。 
 また、資格取得した本人の意欲向上だけでなく、周
囲の従業員にとってもいい刺激になっているようです。 
 
小宅  超音波探傷検査の資格については、女性が
取得したというのは大変に稀です。もともと圧倒的に
女性が少なく、女性が向上心を保つのは難しい業界で
す。その中にあって「資格を取りたい」と意欲を燃や
す女性社員があり、その意欲に根本社長が応えたかた
ちです。 
 会社として女性の活躍を推奨し、本人のマインドも
上げていますので、今年のひたちなか市男女共同参画
推進事業所表彰事業に申請しました。 
 
根本  小宅さんには主だったものにはほとんど申
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請していただいていますが、いちばんは「ものづくり
補助金」です。採択されるのは狭き門と聞いています
が、おかげで補助金を受け、最新のバンドソーを入れ
ることができました。 
 その機械を使うことによって切断のスピードが上が
り、かつ精度も高くなりました。後工程にいろいろと
プラス面が出て、最終的にはコストカット、工期短縮
につながっています。 

 
伸びないはずはない会社 
強みを生かした販路開拓を目指す 
 
̶̶̶小宅コーディネーターで良かったと思うことは
何ですか？ 
 
根本  やはり親身になって指導していただいたこ
とですね。 

 鉄骨業界もこれからは女性の力が必要になってくる
でしょう。小宅コーディネーターの支援を受けながら、
女性が資格を取れる会社組織にしていきたい。 
 
小宅  労働人口が減少していく中で、女性が活躍
できる環境を作ることは会社存続の鍵となっていきま
す。根本社長の「現業職においても女性が活躍できる
ように」という思いを知り、私は絶賛しました。女性
も男性も関係なく、意欲があるなら誰にでも教育を受
けさせ、資格を取らせ、向上心を刺激してあげたい、
という思いは、従業員の帰属意識も良好なものにしま
す。こういう環境からは必ずやいいものが生まれます。 
 
̶̶̶コーディネーターとして心に置いていることは
何ですか。 
 
小宅  短期長期それぞれにどういう課題があり、
どういうニーズがあるのかを吸い上げ、タイムリーに
最適解を提供していきたい。それがイコール、会社の
成長につながればいいと思います。根本鉄工さんは設
計、製作、設置まで一貫して行えるので、「伸びない
はずはない会社」です。 
 価格競争に飲まれずに、根本鉄工さんの強みを最大
限に生かした販路開拓に力を尽くしていきたいと思っ
ています。 
 
̶̶̶ありがとうございました。 
 
 
 

 

 
◆市産業活性化コーディネーター紹介 
 小宅 靖彦（おやけ やすひこ） 
  【よろず相談・支援のエキスパート】 
 
 生産管理改革、経営改革 
 生産管理システムの構築、拡販支援 
 
 大手企業・中小企業に勤務し、企業再生、経営革新、生産管理改革、 
 販路開拓他、幅広く経験を積み、成果をあげる。 
 現在は、ひたちなか市産業活性化コーディネーター リーダーとして 
 活動中。 
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【市産業活性化コーディネーター活用事例レポート vol.6】 
 

「“これから”の優秀さを持った 
  コーディネーターと 
  未来をつくる。」 
 
̶̶̶̶̶̶ 株式会社あ印 代表取締役社長 鯉沼勝久さん 
 

 

 
 

 
ハイブランドの「Mark A」を立ち上げ、 
新しいタコ食文化を日本に 
 
̶̶̶まずは御社について教えてください。 
 
鯉沼  水産加工の「あ印水産」の名でスタートし
た当社は私で 3 代目。平成 19 年に「あ印」と社名を
変更し、水産食品メーカーとしてタコを中心し、イカ、
エビを使ったオリジナル商品を開発、販売しています。 
 今は惣菜に力を入れ、農林水産大臣賞を受賞した当
社の定番商品の「中華いか山菜」をはじめ、タコの扱
いを極めた当社ならではの商品をラインナップさせた
「海の食堂」シリーズを新ブランドとして立ち上げま
した。 
 
̶̶̶「海の食堂」シリーズはパッケージも洗練され
ています。 

 
鯉沼  デザインもこだわっています。パッケージ
や Web ページは消費者とのコミュニケーションツー
ルですから、コンシューマー・マーケティングの観点
から現時点での最適解を選択しています。店頭に iPad
を置き、レシピ動画を流すといった工夫もしています。 
 ホームページにはオンラインショップも設け、そこ
ではハイブランドの「Mark A」を展開しています。当
社のストーリーや独自製法の「うま味凝縮製法」の紹
介とともに、「基本のごろっとプレミアムたこ飯」や
「プレミアムたこ飯～香る山椒、米油仕立て」などの
商品を販売しています。今後はここにスペインのガル
シア地方のタコ料理“プルポ・ガルシア”風の料理を加
え、タコの新しい楽しみ方を日本国中に広めていきた
いと考えています。 

 
“今までの優秀さ”以上に 
“これからの優秀さ”に期待 
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ハイブランドの「マークA」 
ロゴマーク 



 
◆市産業活性化コーディネーター紹介 
 太田幸孝（おおた ゆきたか） 
 機器開発、商品企画、各種補助金等の申請支援 
 
 医療用検査装置の開発、営業企画に従事。 
 海外勤務経験と国内中核病院400 施設の訪問経験、 
 および累計3万冊以上の読書量で得た知識があります。 
 補助金、助成金の申請実績多数。 
 申請を通じて、企業を支援します。 

 

̶̶̶コーディネーターを活用して良かったと思う点
はどんなところですか？ 
 
鯉沼  当社を担当してくれているのは太田コーデ
ィネーター。いい意味で“使い勝手のいい”コーディネ
ーターです。 
 まず、上から目線ではない、ということ。コーディ
ネーターは相応の経験や知識の積み重ねがあり、それ
が頼れるところではあるのですが、それだけに指導者
然としたところがあるのではないかと思っていました。 
 しかし、太田さんはこれまでの経験や知識にあぐら
をかくことなく、経験値から一歩踏み込んで、今のニ
ーズをリサーチするチカラがあります。しかも、スピ
ード感があり、タイムリーな情報を届けてくれます。 
 例えば、補助金の情報なども、この補助金は将来縮
小するかも知れない、このチャンスを逃すわけには行
かない、と情報を持ち込んでくれます。さらに、どの
ようにして申請を勝ち取るか、一緒に考えてくれます。 
 コーディネーターには、“今までの優秀さ”と“これか
らの優秀さ”の２つの側面があるように思います。現役
時代にもともと優秀だった人たちがコーディネーター
になりますが、それだけでなく、現在から未来に向か

って企業を具体的に支援できる優秀さこそが不可欠。
太田さんにはそれがあります。太田さんが“これからの
優秀さ”を持つ理由は、心構えの違いだと思います。企
業のために何ができるかを常に考えていますから。 
 
得手を理解することが 
活用のポイント 
 
̶̶̶太田コーディネーターに望むことは何ですか？ 
 
鯉沼  うちのタコを食べてもっと健康的に痩せよ
うよ！というのは半分だけ冗談ですが、いつまでも健
康で、もっともっと長く当社のコーディネーターを続
けて欲しいと思います。迅速に、そして精力的に当社
のために動いてくれる、こういうコーディネーターは
稀有な存在です。 
 これからも「あ印」のブランド化を二人三脚で進め
ていきたい。豊かな食生活を提案することで、当社の
商品を手にした人々の人生を豊かにする一助となりた
いと思っています。 
 やる気のある会社にはぜひコーディネーターの活用
をオススメしたいです。きっといいアイデアをもらえ
ます。 
 また、コーディネーターの得手を理解することがポ
イントです。太田さんは補助金の申請等が得意じゃな
いかな？と思ったら、やはり得意で、しっかりと成果
を出してくれています。 
 補助金の申請書は、書くたびに事業においてやるべ
きことが明確になっていくので、将来的には補助金を
得る以上の成果が出ます。一緒に未来をつかむという
心構えのコーディネーターを選んで欲しいですね。太
田さんのように。 
 
̶̶̶ありがとうございました。 
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【市産業活性化コーディネーター活用事例レポート vol.7】 
 

「目指すべき未来につながる 
  支援が心強い存在です。」 
 
̶̶̶̶̶̶ アポロアイシーティー株式会社 代表取締役社長 岩永美香さん 
 

 

 
 

オンリーワンの製品開発に 
国や地方自治体の開発補助金を活用 
 
̶̶̶まず、御社についてお聞かせください。 
 
岩永  ソフト開発の会社です。創業して 23 年。私
の代になって 7年です。 
 
̶̶̶御社といえば「KOSEKI ガイド」で有名です。 
 
岩永  私がもともと市役所に勤務していたことも
あり、役所の窓口業務の現場の手助けになればと開発
したのが「KOSEKI ガイド」です。戸籍受付の支援シ
ステムで、新任者でも 1週間で即戦力にすることがで
きるオンリーワンの商品で、法務省からも注目されて
います。 
 また、2018 年には相続図を作るクラウドシステム
の「相続 ZU.pro」を開発しました。行政書士の皆さん
の顧客獲得に貢献しています。 
 独自開発の他には、大手電機メーカーの計装インフ
ラシステム開発などを行なっています。 

 
̶̶̶産業活性化コーディネーターを活用するきっか
けは何でしたか？ 
 
岩永  国の「ものづくり補助金」の申請について
市に相談したところ、ひたちなかテクノセンターをご
紹介いただき、その流れでコーディネーターさんが来
てくれました。今担当してくれている水谷さんで 3人
目です。ですから、ずいぶん長くお世話になっていま
すね。 
 
̶̶̶今はどのように活用していますか？ 
 
岩永  まず、補助金等の申請に関わる支援です。
「KOSEKI ガイド」も「相続 ZU.pro」も市の新製品開
発補助金を使いました。 
 それから、様々な情報提供です。 
 例えば、企業情報。当社とマッチングできそうな企
業を紹介してもらうなどしています。 
 また、補助金の情報もいただいています。当社は
ISO27001 を取得していますが、その認定取得には数
十万円かかりました。大変な負担でしたが、県の補助
金を使うことができました。そうした情報をいただけ
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るのは、とても助かります。それから、今なら新型コ
ロナ関係の補助金ですね。 
 水谷さんは当社のことをよく理解してくれています
ので、あまたある補助金の中から、当社に該当するも
のを取捨選択して紹介してくれます。 
 また、どの補助金を使ったら当社が目指すべき未来
につながるか、そこまで考えて紹介してくれます。と
ても熱心で、上っ面だけの支援ではないことが分かり
ます。 
 
コーディネーターを採用試験に同席 
将来を見据えた人材採用の支援を 
 
水谷  上手にコーディネーターを使っていただけ
ていると思います。困ったらすぐに電話をいただけま
す。 
 それに、お手伝いするととても喜んでくださる。そ
れがいちばんのやりがいになっています。 
 
岩永  私はもともと市役所勤務で、システム開発
の技術的なことは分かりませんでした。しかし、会社
を大きくするためには、リーダークラスを採用しなけ

ればならない。その時に頼りになったのが水谷さんで
す。私と一緒に採用面接に臨んでいただきました。 
 面接では応募者と会話しながら、その人のキャリア、
能力を見極めてもらい、技術はもちろん、それ以上に
やる気をチェックしてくれました。 
 
優秀な人材を輩出する学校と 
縁が結ばれるインターンシップ 
 
̶̶̶今後、水谷コーディネーターに望むことは何で
すか？ 
 
岩永  当社は若い社員の多い会社です。彼らには、
５年後に本当に強い会社になるための「軸」になって
欲しい。水谷さんにはそのサポートをお願いしたいで
す。 
 また、営業担当マネージャーの水谷さんに対する信
頼は厚く、困ったときは電話しているようです。水谷
さんも嫌がらず、そのたびに丁寧にサポートしてくれ
ています。 
 若手といえば、水谷さんにはインターンシップ制度
も紹介してもらい、茨城高専の学生さんをインターン
シップとして招くことができました。直接すぐに採用
につながるかどうかはさておいて、ご縁をいただけた
ことが大きな収穫です。また、IT 短大の学生さんは実
際に採用につながっています。 
 こうして将来を見据えた支援をしていただけること
が何よりです。 
 また、当社では先ほどお話ししたように ISO27001
の認証を取っていますが、維持コストの負担も大きい
ため、水谷さんから団体認証の提案をいただいていま
す。いかに経費を抑え、最大限の効果を得るかを考え
ていただけていることもありがたいです。 
 
̶̶̶ありがとうございました。

 

 
◆市産業活性化コーディネーター紹介 
 水谷 啓一（みずたに けいいち） 
 開発設計（電子機器、部品）、プロジェクト管理 
 事業戦略、原価企画・原価低減 
 
  大手電機メーカーにて民生用電子機器の開発設計および製品化に従事。 
  また、社内の開発生産業務の監査や車載用電池の設計開発他も経験。 
  2018年よりひたちなか産業活性化コーディネーターとして、 
  中小企業を支援中。 
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【市産業活性化コーディネーター活用事例レポート vol.8】 
 

「課題の指摘から 
 一歩も二歩も踏み込み、 
 具体的な行動を一緒に。」 
 
̶̶̶̶̶̶ 有限会社高度技術研究所 代表取締役 清水勲さん 
 

 

 
 
ニーズを見極め 
情報を取捨選択 
 
̶̶̶コーディネーターを活用して良かったと思う点
はどんなところですか？ 
 
清水  小宅コーディネーターの的確な企業診断に
は驚かされます。課題を指摘することはコンサルタン
トにもできるでしょう。しかし、小宅コーディネータ
ーはどこに誰に会いに行ったらいいのか、具体的なと
ころまで落とし込んでアドバイスしてくれ、実際に面
会の段取りをつけて、そこまで連れて行ってくれます。
しかも、スピーディ。誰に面会すれば販売に漕ぎ着け
るか、適切な人物を探し、その人に渡りをつけるため、
市外にまで広がる人脈を活用してくれます。 
 それに、伝える技術が素晴らしい。私は研究者です
ので、例えば売り込むためのレジュメを 1枚作るにし
ても自分の研究成果を１から 10 までびっしり詰め込

んでしまいます。しかし、それでは逆に相手に伝える
べきものが伝わりません。相手が知りたいことは何か、
ニーズを見極めて、情報を取捨選択してくれます。 
 
̶̶̶具体的にはどのようなサポートを受けています
か？ 
 
清水  まず、企業持続化のための事業運営資金の
調達支援です。 
 とくに今年はコロナ禍での給付金や貸付金の申請の
サポートをしてもらっています。 
 また、技術開発や製品開発のための資金調達におい
ては、市や国、金融機関などの情報を集め、当社に適
したものを選び出し、どのように申請を行えばいいの
か具体的に支援してもらっています。 
 
地域にとどまらず 
全国に売り込みを 
 
̶̶̶御社のレーザー位相差顕微鏡は「メディカルク
リエーションふくしま 2018」に出展し、テクノロジ
ー部門で優秀賞を受賞しています。 
 また、超解像レーザー位相差顕微鏡を筆頭に、そこ
から派生する高度な技術や装置を多数扱っていますね。 
 
清水  独自に開発した独創的な技術を持っていま
すが、それらは人に伝わらなければビジネスにはなり
ません。小宅コーディネーターは当社の技術をよく理
解し、ニーズを発掘するとともに、マッチングを支援
してくれています。 
 また、その際、入金条件の改善まで仲立ちしてくれ
るので、本当にありがたい。そうしたことができるの
は、相手の企業と小宅コーディネーターの間ですでに
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信頼関係が築かれているからです。このようなコーデ
ィネーターは他にありません。 
 「メディカルクリエーションふくしま 2018」への
出展のサポートもしてもらっています。出展費用の助
成情報を教えてもらったり、申請を手伝ってもらった
りしました。今、レーザー位相差顕微鏡の小型化を進
めていますが、来年の「いばらきデザインセレクショ
ン 2021」への出展も考えています。小宅コーディネ
ーターは、そうした広報活動のサポートも頼れる存在
です。これからは地域の中だけでなく、全国レベルで
の売り込みにも期待しています。 
 
グローバルニッチトップ企業を 
目指して躍進 
 
̶̶̶御社と小宅コーディネーターの強力タッグで何
が実現するのか、これからにワクワクします。 
 
清水  経産省がグローバルニッチトップ企業を選

定していますが、当社も選定を目指しています。この
選定は、世界市場のニッチ分野で勝ち抜いている企業
や、国際情勢の変化の中でサプライチェーン上の重要
性を増している部素材などの事業を有する優良企業を
選ぶものです。当社のビジネスパートナーもまた、こ
の中にあることでしょう。 
 このように、ニーズのあるところに流れるルートを
探すサポートをこれからもお願いしたいです。 
 実際、病院や製薬会社等に市場調査を行なうなどし
て、当社の技術をどのように具体的な装置に落とし込
めばいいのか、戦略を立てるサポートをしてもらって
います。 
 技術開発力はありますが、情報収集やニーズの発掘、
資金調達法などは当社の不得意とするところです。自
分なりにやってはいますが、再点検して欲しい。会社
経営の根幹をなすところですから、相応の信頼を置け
る人物でなければ不安になりますが、小宅コーディネ
ーターなら人情に厚く、地域の活性化に対する情熱に
あふれて、人間性は申し分ありません。これからも一
緒に歩んでいきたいと思います。 
 
̶̶̶ありがとうございました。 
 
 

 

 

 

 
◆市産業活性化コーディネーター紹介 
 小宅 靖彦（おやけ やすひこ） 
 【よろず相談・支援のエキスパート】 
 
 生産管理改革、経営改革 
 生産管理システムの構築、拡販支援 
 
 大手企業・中小企業に勤務し、企業再生、経営革新、生産管理改革、 
 販路開拓他、幅広く経験を積み、成果をあげる。 
 現在は、ひたちなか市産業活性化コーディネーター リーダーとして 
 活動中。 
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レーザー位相差顕微鏡 



 

 
【市産業活性化コーディネーター活用事例レポートVol.9】 
 

「ニーズを先取りした 
 アドバイスに期待。」 
 
̶̶̶̶̶̶ ありがとうグループ CEO 代表取締役社長 住谷まさ美さん 
 

ありがとうグループ：株式会社 S・F・P サポート 
          株式会社ありが園 
          株式会社ライフ商事 
          株式会社はぴ・ねす 
          株式会社ライフ・プランニング 
          株式会社住谷公商店 

 

 

初めて知った産業活性化コーディネーター制度 
マーケティングを得意とするコーディネーターも 
 
̶̶̶まずは御社について簡単にお聞かせください。 
 
住谷 総合ライフコンサルティングカンパニーグ
ループとして、現在 6社がそれぞれの使命を果たすべ
く、事業を展開しています。 
 株式会社 S・F・P サポートは保険代理店とコンサル
ティング業務。株式会社ありが園は介護全般。株式会
社ライフ商事は介護用品の販売。株式会社はぴ・ねす
は放課後デイサービスや障がい者の就労支援事業。株
式会社ライフ・プランニングは不動産業。そして、株

式会社住谷公商店は干し芋の生産と販売を行なってい
ます。 
 
̶̶̶産業活性化コーディネーターを活用することに
なったきっかけから教えてください。 
 
住谷  新型コロナでは当社も少なからず影響を受
けました。そのため補助金の申請を行おうと市役所に
相談に行き、そこで産業活性化コーディネーターの制
度を紹介してもらったのです。 
 それまでコーディネーターの制度はまったく知りま
せんでした。渡されたリーフレットを見ると、工業系
のコーディネーターがずらりと並んでいましたが、そ
の中でマーケティングやビジネスモデルの構築を強み
とするコーディネーターが一人。その人が木下コーデ
ィネーターでした。 
 
販路の新規開拓に加え 
覆面調査で詳細なレポートも 
 
̶̶̶その後はどのような場面でコーディネーターを
活用していますか。 
 
住谷  木下さんの得意分野のマーケティングで力
を発揮してもらっています。 
 この春、カフェをオープンさせましたが、来客数を
増やすためのアドバイスをお願いしました。実際に当
社の従業員には正体を隠して覆面調査をしてもらい、
改善すべき点を洗い出してもらいました。接客や店内
の雰囲気、BGMまで具体的、詳細にレポートしてもら

     市産業活性化コーディネーターをご活用ください 相談 
無料 



株式会社ひたちなかテクノセンター企業支援部 
〒312-0005 ひたちなか市新光町38 

TEL:029-264-2200(代表)  FAX:029-264-2203 

ったので、すぐに改善指導をすることができました。 
 また、干し芋の商品開発では、販路開拓のサポート、
インスタグラムなど情報発信媒体についてのアドバイ
スをお願いし、想定しているターゲット層となる女性
たちを集めたモニター会議なども実施してもらいまし
た。 
 
̶̶̶コーディネーターを活用したことで良かったと
思われるところはどんなところですか？ 
 
住谷  まず、社内での効果ですが、同じことを言
っても、私が言うのと第三者の木下さんが言うのとで
は、社員たちの受け止めが違います。世の中の常識は
こうなんだなと素直に受け取れますし、専門家が話す
ことですから納得もできます。 
 そして、売上での効果。高級スーパーや有名観光施
設に営業してもらい、実際に販路が拡大しています。 
 
̶̶̶木下コーディネーターから、住谷社長と一緒に
二人三脚で補助金の申請書を書いていると聞きました。 
 
住谷  私はチャレンジしたいことが次々とあふれ
出て来て、なかなか整理し切れません。そこで木下さ
んが専門家の視点からそれらを整理し、申請に必要な
情報を取捨選択して申請書にまとめてくれています。
時には数時間に及ぶこともありますが、根気よくサポ
ートしてくれています。 
 
必ずやってくるデジタル化の波 
ニーズを先取りしたアドバイスを 
 
̶̶̶今、イベントでも御社の商品は大人気です。 
 
住谷  干し芋におきましては、今年はひたちなか
市の推奨土産に選定されました。 
 また、JR 東日本のおみやげグランプリにエントリー

し、結果は審査員特別賞を受賞することができました。
来年はこれをきっかけにブレイクすることを期待して
います。 
 干し芋を品種ごとに 1枚ずつ個包装した「おもてな
し箱」は、高級感があって品が良く、ちょっとした手
土産にぴったりと好評です。 
 海外にも売り出して欲しいというありがたいお誘い
をいただいていますが、当社はまだ HACCP や IFS（国
際食品規格）の認証をまだ受けていません。デジタル
でも安心して注文いただける ISO27001（情報セキュ
リティマネジメント認証）にも着手しました。早くこ
れらの認証を受け、私自身胸を張って、自慢のカンパ
ニーとなれるよう頑張ってまいります。 
 
̶̶̶これからもコーディネーターを活用する機会が
大いにありそうです。 
 
住谷  菅政権はデジタル庁を新設しようとしてい
ます。遅れていると言われていた日本でもデジタル化
が加速するでしょう。生活リズムがガラリと変わる、
と考えておいた方がいいかも知れません。 
 木下さんには、今、私たちが取るべき対策は何か、
ニーズを先取りしたアドバイスをこれからもお願いし
たいです。 
 私はもともと管理栄養士。食品の衛生面に対しては
一家言あります。おいしいのは当たり前として、衛生
面と安全性で差別化して販売していきたいと思ってい
ます。 
 また、会社もコロナ禍の後、よりバージョンアップ
したカンパニーを社員全員で目指して邁進してまいり
ます。 
 
̶̶̶ありがとうございました。 
 
 

 

 

 

 

◆市産業活性化コーディネーター紹介 
 木下隆之（きのした たかゆき） 
 組織戦略と販路開拓のスペシャリスト 
 

  技術系の仕事に従事し、２７ 歳のときに自ら営業職に転身。 
  その後転職により様々な業界を経験し、営業マンからプレイングマネジャー、 
  マネジメント職へとステップを踏む。 
  製造、ＩＴ、サービス業向けにコンサルティング、人材教育、 
  事業再生の実績多数。 
  経営コンサルタントとして活動する傍ら、 
  2020 年４月よりひたちなか市産業活性化コーディネーターとしても活躍中。 
 スピード重視、成果コミット型スタイルで変化に強い組織づくりをサポートします。 



 

 
【市産業活性化コーディネーター活用事例レポート vol.10】 
 

「コーディネーターと話す 
 10分間が 
 次の 10年につながる。」 
 
̶̶̶̶̶̶ 有限会社石井畳工業 畳一級技能士 石井淳一さん 
 

 

 
 

話すうちに気分がすっきりし 
考えもまとまっていく 
 
̶̶天保 14 年創業の畳専門店。石井さんで 6 代目と
いう老舗中の老舗です。担当は貴志コーディネーター。
活用のきっかけから教えてください。 
 
石井  当社の HP を作る際、市の補助金を利用し
たのですが、その時にコーディネーターの紹介を受け
ました。以来、コーディネーターと二人三脚で事業拡
大をはかってきました。 
 
貴志  私は前任のコーディネーターから、歴史あ
る大事にしたい企業さんだからマメに足を運んで欲し
いと言われて引き継ぎました。石井さんに限らず、中
小企業の経営者の皆さんはプレイングマネージャーな
ので忙しく、情報収集の時間が取れません。現状の課
題や将来の展望などをうかがい、必要な情報の提供を
行っています。 
 

石井  日々の仕事に追われて同じ作業を続けてい
るとマンネリ化し、気持ちも滅入ってきます。そんな
時に貴志さんが来てくれると、わずか 10 分程度の時
間でも、貴志さんに話しているうちに気分はすっきり
し、いつ何をすべきか考えもまとまってきます。 
 
̶̶最近、貴志コーディネーターに話しているのはど
んなことですか？ 
 
石井  これからのことですね。当社では 2015 年
から襖や障子など建具の貼り替えも始めました。 
 生活の洋風化で 2010 年頃から畳のある家が減り始
めています。そのため畳プラスαの事業を考えてきま
した。畳のある部屋には襖や障子がつきものなので、
和の空間すべてをプロデュースできる企業になろうと
考えています。 
 畳にもいろいろな商品をいち早く取り入れていきた
い。同業他社の HP や YouTube 動画などを毎日閲覧し
て、ヒントを探ろうとしています。 
 また、新しいことを手がけるときには補助金による
経済的なサポートが助かります。貴志コーディネータ
ーには補助金情報も頼りにしています。 
 
企業への深い理解が 
的確な情報の“ふるい”を可能に 
 
̶̶ちまたには情報が星の数ほどあふれています。 
 
石井  貴志コーディネーターは私が知らない情報
を届けてくれます。私自身でも日夜いろいろ情報収集
はしていますが、貴志コーディネーターはそれらをふ
るいにかけ、当社にぴったりの情報だけに絞って届け
てくれます。忙しい身にはありがたいサポートです。 

     市産業活性化コーディネーターをご活用ください 相談 
無料 



◆市産業活性化コーディネーター紹介 
 貴志亮介（きし りょうすけ） 
 販路拡大支援、各種申請支援、つくり方改善・工数削減提案 
 
 板金工作機械メーカーのサービス部門にてメンテナンスに従事。 
 その後、生産効率化のアドバイスも行う。 
 傾聴を心がけ、自分一人だけでなく官民問わず、クライアントの力になれる組織を 
 巻き込んで、クライアントの悩みや希望に全力で応えていきたい。 

 

 当社に何度も足を運び、表面的でなく当社の事業や
財務、ビジョンを深く理解してくれているからこそ的
確な“ふるい”がかけられるのだろうと信頼しています。 
 
̶̶これから貴志コーディネーターと進めたいことは
なんですか？ 
 
石井  畳は長年使っていると、畳周りの敷居との
間に段差ができたり畳と畳との間に隙間ができたりし
ます。業者によっては廃棄し、新しく作り直すことを
勧めたりするのですが、実は物によっては手縫いで修
正することができます。業者としては新しく作り変え
てもらった方が利益は出ますが、お客様のことを考え
れば比較的安価で済む張替えをご利用いただいた方が
いい。 
 しかし、一般には張替えという手段があまり知られ
ていません。また、張替えができる職人も少ない。私
も含め、当社では畳一級技能士が畳職人として技術を
ふるっていますが、このことを周知し、他店との差別
化につなげていきたいと思います。 
 
来訪 3 回目で 
私自身が変わった 
 
̶̶コーディネーターを使ってみたいという企業にア
ドバイスはありますか？ 

 
石井  日々の仕事に追われていると、思考も行動
もマンネリ化していきます。そんなときにコーディネ
ーターに来てもらうと、思わぬメリットがあります。 
 実は、最初の来訪の際、「この忙しいときに」と少
し迷惑に思いました（笑）。 
 しかし、3回目で私自身が変わりました。 
 自分の悩みや考えをコーディネーターに話している
と、ひらめきがあります。前日に見た YouTube から得
られたヒントなど記憶の片隅に追いやられ、忘れられ
ていたものがふっと出てくるんです。 
 コーディネーターから「最近どうですか」などと質
問されるとしっかり応えなくてはいけませんから、考
えながら話しているうちに、いつもは考えなかった領
域まで深く考え、そこで新たな気づきが得られること
もあります。 
 わずか 10 分、15 分の来訪です。どんなに忙しくて
も、それくらいの時間は取れるでしょう。その 10 分
が未来の 10 年につながりますよ。 
 
̶̶ありがとうございました。 
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